





















調査対象者のうち、 16名の協力を得た.内容分析の結果. 118の記録単位、 23サブカテゴ
リーを抽出し,これらを7カテゴリーに分類した。この7カテゴリーを、 【カテゴリーI.職
場の支援体制】、 【カテゴリーⅢ.看啓実践・職務遂行時の実際の手助け】、 【カテゴリーⅢ.困
難な状況での支援】、 【カテゴリーⅣ.質問に対する知識の供与】、 【カテゴリーⅤ.看礁者とし
ての評価と承認】、 【カテゴリーⅥ.優れた点の評価とそのフィードバック】、 【カテゴリーⅦ.
励ましや配慮や気遣い】と命名した。
カテゴリーの信頼性について.一致率を確認したところ, 77.5 %の結果が得られた。
4.考察
新人看護者は、先輩看愚者から7カテゴリーに示されるような、さまざまなサポートを受け
ていた.看護実喝に直接関係する手助けや、情報を与えるサポートは.新人看覇者の職務遂行
能力を高め、看護者としての評価と承配や、優れた点の評価などのサポートは、新人看穫者に
有能感を感じさせ.仕事の姿勢、モチベーションを高めるよう働くと考えられた。さらに、励
ましや配慮や気遣いなどの情緒的サポートは.新人看護者の職場の一員としての自覚を高める
と考えられた。以上のことから、職場の先輩有理者のソーシャル・サポートは.新人看確者の
職場適応を促すと考えられた。
また、サポートの内容に基づいて.カテゴリー間の関係を、 【カテゴリーI. ・職場の支援体
制】を中心に、その周囲をその他のカテゴリーが由むように位置するような構造のモデルとし
て表現できる思われた。さらに、各カテゴリーのサポートの内容から、.新入者礎者の、職場適
応度と看護者としての成長過程に応じて、効果的なサポートを受けていると思われた。
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(横　紙)
5.総括
本研究の結果は、新入者確者の職場適応を促進する要因として.職場の先輩看護者の存在を
明稀にし、新人看簡者のオリエンテーションに新しい示唆を与えると患われる。しかし,対象
者が16名と少なく・結果の一般化に課題を残している。また.職場以外のソーシャル・サポ
ート,.ネットワークから受けるサポートを含めた検討が必要であると思われる。
